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Rock The Life ! ezorock

最
近
、
社
会
人
で
活
動
に
参
加
す
る

方
が
着
実
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
い
て
い
る
と

活
動
に
参
加
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
簡
単
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
少
し
印
象
的
だ
っ
た
の

は
「
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、

活
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま

せ
ん
」
と
い
う
意
見
。
詳
し
く
聞
い
て
い

く
と
、
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
や
、
休
日
に

限
定
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
て
も
、

上
司
や
先
輩
に
、
「そ
ん
な
こ
と
し
て
い

る
余
裕
あ
る
ん
だ
・
・
・
」
と
い
う
風
に

見
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
な
か
な
か
言

え
な
い
と
の
こ
と
。
で
す
が
、
旅
行
や
飲

み
会
の
話
は
普
通
に
話
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
中
に
は
、
体
調
を
少
し
崩
す

と
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る
か
ら

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
メ
ン
バ
ー
に
は
、
掲
載
さ
れ

た
新
聞
の
記
事
を
渡
し
た
り
、
行
政

と
の
協
働
事
業
の
情
報
を
伝
え
「
信
頼

で
き
る
団
体
だ
！
」
と
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
も
う

少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

や
は
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
体
が
も
っ
と
日
常

の
中
に
溶
け
込
み
、
活
動
し
て
い
る
姿

を
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
使
って
見
せ
て

い
く
こ
と
が
、
信
頼
を
獲
得
す
る
も
っ

と
も
最
短
ル
ー
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「今
日
の
仕
事
、
終
わ
った
の
で
ち
ょ
っと

行
って
き
ま
す
」
と
、
気
軽
に
言
え
る
日

常
に
し
た
い
も
の
で
す
。

草
野

竹
史

社
会
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
ハ
ー
ド
ル
と
は
？
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北
海
道
の
人
口
は
約
５
４
０
万
人
。

そ
の
う
ち
3
分
の
1
に
あ
た
る
、
約
１

９
０
万
人
が
札
幌
に
す
ん
で
い
る
。

正
確
な
数
は
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
が
、

道
内
の
大
学
生
は
少
な
く
と
も
5
万

人
以
上
・
ま
た
大
学
の
半
数
以
上
は

札
幌
近
郊
に
集
中
し
て
い
る
。
学
生

た
ち
に
出
身
地
を
聞
い
て
み
る
と
北

か
ら
南
ま
で
、
様
々
だ
。
そ
の
一
方
で
、

出
身
地
に
眼
を
向
け
る
と
、
高
校
や

大
学
が
少
な
い
・
も
し
く
は
な
い
た
め
、

10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
青
年
層

が
少
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
保

全
の
現
場
に
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
都
市
部
の
若

者
が
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な

実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
地

元
や
農
山
村
に
て
学
ん
だ
り
、
貢
献

し
て
い
く
こ
と
は
、
更
に
人
口
減
少
社

会
に
向
か
っ
て
い
く
北
海
道
に
と
っ
て
、

有
効
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
海

道
各
地
で
、
都
市
部
の
若
者
が
活
躍

し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
が
見
ら

れ
る
日
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
気
が

し
て
い
る
。
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都
市
部
の
若
者
の
役
割
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社会人になってから自然保護に関心を持ち、本

を読んでいるだけではわからないと調べていた

時に見つけて、有給をとって愛知県から参加し

た。なかなか地元では見つけられなかった。当

日は作業だけでなくスタッフと話が出来たこと

が嬉しかった。またコアスタッフが、この自然

をこれからも維持していきたいというはっきり

した目標を持って、言葉にして伝えている姿が

すごく印象的だった。その言葉を聞いて、自分

も自然保護活動に参加し続けていこうと思った。

一緒に遊びを楽しんでくれるお兄さんお姉さん

がいることで、遊びの楽しさや幅が広がって、

子どもたちがのびのびしている場面が多くみら

れるようになった。何度も来ているボランティ

アは、子どもに合わせて接し方を工夫したり、

保護者とコミュニケーションをはかったりでき

るようになっている。今後は、更に子どもがい

いね！と乗ってくるような、森の遊びがどんど

ん提案できるようになっていくことを期待して

います！

一緒にイベントをつくるメンバーとして、若い人

たちが田舎に入ってくることで、イベント自体が

明るく、にぎやかになる。facebookページの更

新を提案・担当してくれた時は、周知が高り効果

が出た。当初林業を知ってもらいたいという個人

の思いからはじまったが、現在は、森の様々な楽

しみ方を提案していこうという新しいコンセプト

になり、もりのまち下川町全体のイベントへと変

化するまでになった。

地域で覚悟を決めてなにかに取り組んでいる

人に出会って、自分も少し関わらせてもらっ

て、向き合って考える時間になるのがボラ旅

だった。それまで社会問題は自分と関係ない

と思っていたけど、自分も関わっているんだ

と感じるようになって、知ろう、行動しよう

と思うようになった。今は自然体験活動の仕

事をしている。地元の子どもたちが、「挑戦

してみたらできるんだ」ということを体感で

きる場を多くつくっていきたい。

2014年度ボランティアリーダー
安保翔太(南十勝長期宿泊体験

交流協議会)

volunteer＆staff´s Voice

【特集】ボラ旅北海道

ボランティアツーリズムのその先へ

時期：年間通して 月曜日
小学生の放課後自然体験活動。森を使って、子どもた
ちとやりたいことを話し合い、自発的な遊びを展開する。
山の急な斜面を使った鬼ごっこや薪ストーブでのおや
つづくりなど多岐に渡る。

時期：7月前半（4日間）
もりのまち下川発信の、森好きな人たちが手づくりで
行うイベント。チェーンソーアートや、バイオマス発電
のライブ、森の中のマーケット、エネルギー自給生活
体験などの企画が集まる。チェーンソーアート大会に
て大量に排出される木くずを集約し、バイオマスエネ
ルギーとして活用するための堆積場へ運ぶ等を行う。

2015年度ボランティア参加者
駒田実千瑠（愛知県/社会人）

森っこアフター スタッフ 山田 由美子
(NPO法人いぶり自然学校)

森ジャム スタッフ 富永 紘光
(NPO法人森の生活 )

時期：年間通して 複数回
食糧やエネルギーなど自分たちの暮らしに必要なも
のをできるだけ自ら作りだし、地域で分かち合いや支
えあうコミュニティを目指す「エコビレッジ」。研修棟建
築のサポートとして、古い木材を分別して搬出したり、
バイオマストイレの設置などを行う。

時期：5月上旬（3日間）
山菜の採取・加工の知識を高めること、地域内外の交
流を生むことを目的として有志の村民が行っているイ
ベント。山菜取りから加工、販売までを行うことで農村
での生活知識を得る。

プログラム例

DATA

プロジェクト名： 「ボラ旅北海道」

プロジェクト開始年度：2012年
実施回数：135回（292日間）
実施市町村：16市町村（下川町、東川町、せたな町、白老町、

浜中町、七飯町、占冠村、苫小牧市、安平町、むかわ町、札
幌市、大樹町、余市町、厚真町、石狩市、比布町）
参加人数：385名（のべ1002名）

（2015年10月現在）

プロジェクト概要：
北海道各地で活動中の環境NPOに滞在しながら、与えられ

たミッションに取り組むことを通して、参加者の成長と地域貢
献の両立をはかる。

時期：5月上旬～10月上旬(3～5日間×複数回)
「旭岳自然保護監視員」と共に、登山・観光客に自然
保護について呼びかけるレクチャーや、壊れた登山道
の整備、高山植物保護のためのロープはり等を行う。


